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わ
た
く
し
美
術
館

１
９
９
１
年
か
ら
２
５
年
間
続
い
た
「
伊
豆
高
原
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
は
、
１
９
８
８

年
東
京
か
ら
移
住
し
て
き
た
画
家
の
谷
川
さ
ん
と
パ
ー
ト

ナ
ー
宮
迫
千
鶴
さ
ん
の
お
二
人
に
よ
り
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
ど
こ
で
あ
れ
、
作
品
が
５
点
あ
れ
ば
そ
れ
が
、
わ
た
く
し
美

術
館
」
と
い
う
言
葉
を
ヒ
ン
ト
に
、
環
境
保
護
と
リ
ン
ク
し

た
文
化
活
動
を
や
っ
て
み
た
い
と
考
え
た
も
の
の
資
金
も
な

く
、
地
元
に
知
人
も
少
な
か
っ
た
お
二
人
が
最
初
に
相
談
し

た
の
は
お
世
話
に
な
っ
た
不
動
産
屋
さ
ん
と
通
っ
て
い
た
鍼

灸
師
さ
ん
。
そ
れ
ま
で
ア
ー
ト
に
は
縁
の
な
か
っ
た
お
二
人

が
気
持
ち
よ
く
「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
応
じ
て
く
れ
た
こ
と

で
活
動
が
始
ま
り
、
７
・
８
ヶ
所
と
予
想
し
た
参
加
申
し
込
み

は
５
６
カ
所
に
及
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
委
員
に
も
多
数
が

名
乗
り
を
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

手
探
り
で
迎
え
た
開
催
日

手
探
り
で
迎
え
た
５
月
１
日
の
開
催
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

大
盛
況
、
そ
れ
に
つ
い
て
谷
川
さ
ん
は
「
伊
豆
高
原
の
住
民

の
内
に
高
ま
っ
て
い
た
文
化
的
活
動
意
欲
が
臨
界
状
態
に
達
し

て
お
り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
契
機
に
ど
っ
と
溢
れ
出
し
た

と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
熱
気
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

伊
豆
高
原
が
最
も
元
気
だ
っ
た
時
代
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。 伊

豆
高
原

五
月
祭
が

や
っ
て
く
る

伊豆高原の豊かな自然環境の中
で暮らす住民のための文化祭

こ
の
大
成
功
後
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
商
業
、
営
業
的
な
儲
け
を
出

す
こ
と
を
考
え
ず
、
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
に
徹
す
る
こ
と
が
ず
っ
と

守
ら
れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
伊
豆
高
原
の
豊
か
な
自

然
環
境
で
暮
ら
す
住
民
の
た
め
の
文
化
祭
」
。

や
が
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
よ
り
観
光
的
に
売
り
出
し
た
い
と
行

政
か
ら
の
提
案
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
運
営
委
員
た
ち
は
こ
れ
を

良
し
と
せ
ず
、
自
分
た
ち
の
住
む
エ
リ
ア
は
保
養
地
で
あ
っ
て
観
光

地
で
は
な
い
、
こ
れ
は
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
祭
り
な
の
だ
、

と
い
う
立
場
を
ず
っ
と
続
け
て
き
ま
し
た
。
一
緒
に
運
営
委
員
を

務
め
た
女
性
に
よ
る
と
「
外
か
ら
文
句
言
わ
れ
た
ら
俺
が
責
任
を
取

る
」
と
常
々
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
一
方
で
「
谷
川
さ
ん

の
お
話
は
笑
い
転
げ
る
ほ
ど
面
白
か
っ
た
」
そ
う
で
す
よ
。
お
話
し

て
み
た
か
っ
た
な
。

五
月
祭
と
し
て
復
活

カ
リ
ス
マ
委
員
長
の
引
退
で
一
旦
は
幕
を
閉
じ
た
文
化
祭
で
し
た

が
、
種
火
は
消
え
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
と
自
粛
の
嵐
に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
も
若
い
メ
ン
バ
ー
の
熱
意
で
「
伊
豆
高
原
五
月
祭
」
と
し
て

復
活
、
伊
豆
高
原
の
文
化
の
灯
り
を
継
承
し
て
ま
す
。
今
年
も
４

月
２
９
日
か
ら
５
月
３
１
日
ま
で
、
作
家
の
ア
ト
リ
エ
や
個
人
宅
な

ど
５
１
会
場
を
解
放
し
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
お
仲
間
た
ち
と
出
版
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
集

『
半
島
暮
ら
し
』
は
伊
豆
高
原
で
の
楽
し
い
暮
ら
し
が
満
載
で
す
。

「
五
月
祭
」
の
前
に
ぜ
ひ
ご
一
読
を
！

先
人
の
残
し
て
く
れ
た
こ

の
ア
マ
チ
ュ
ア
精
神
に
満
ち
た
「
五
月
祭
」
を
大
事
に
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

５
月
は
ど
こ
の
家
も
緑
や
花
が
溢
れ
て
一
年
中
で
一
番
美
し
い
季

節
で
す
。
そ
の
中
で
地
図
を
片
手
に
自
分
の
お
気
に
入
り
の
作
品
や

庭
を
自
由
に
見
て
回
る
の
は
何
と
楽
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

五月祭パンフレット
主な配布場所
・伊豆高原駅改札前
・グランパルポート

観光案内所
・ミモ座リゾート
・いわかみ書店
・IKOオフィス

五月祭 Web site ↑

今
年
も
伊
豆
高
原
市
民
手
作
り
の
「
五
月
祭
」
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
五
月
祭
を
前
に
そ
の
前
身
で
あ
る
「
伊
豆
高
原
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
提
唱
さ
れ
、
伊
豆
高
原
に
市
民
文
化
の
香
り
を
定
着
さ
せ
た
、
谷
川

晃
一
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
（
享
年
８
６
歳
）
。
谷
川
さ
ん
を

悼
む
と
共
に
、
こ
の
伊
豆
高
原
に
市
民
文
化
祭
を
根
付
か
せ
た
創
立
時
の
心

意
気
や
考
え
方
に
思
い
を
振
り
返
り
ま
す
。



4月6日(土) 前日の大雨もあがり、晴天に恵まれ
たお花見日和。 歩くのを楽しみにしていた参加
者は、親和会事務所を10時に出発。四辻に向かっ
て、下田道を北東へ進みました。四辻に差し当る
とグルメ通りを右折し、国道135号線へ向かう富戸
道を辿ります。途中、頭上を“踊り子3号”が走り抜
けて行きます。縄文時代の貝塚跡が出土したとい
う払火山を見上げながら進んでいると、眼下に海

漁業の盛んな富戸地区では、江戸時代から昭和30
年代にかけてボラ漁が行われ、魚群の見張場兼司
令塔「魚見(うおみ)小屋」(伊東市初の県有形民俗
文化財)や「ぼら納屋」を鑑賞し、第4地区にある
樹齢40数年の立派な桜がある緑地へと向かいます。

会員だより (読者投稿)

【毛の抜けたタヌキに要注意（疥癬症タヌキ）】

本日我が家の庭で、ぐったり弱った不思議な動物を見つけま
した。中型の甲斐犬の様な感じですが、耳と顔がとがった感
じで毛がほとんどありません。近寄って写真を撮りGoogle画
像検索したら、疥癬症(かいせんしょう)という皮膚病で毛の
抜けたタヌキでした。(※ヒゼンダニによる感染症)
悪化すると衰弱死するようです。また、タヌキに接触した
ペットに感染し、人にもまれに感染するそうです。
今日は土曜なので、市役所代表電話⇨警備員経由で市の担当
者⇨市の担当者が来てくれて回収、となりました。
タヌキの状況（衰弱して動けない、死亡している）で市の担
当部署が違うようなので、見つけたら市役所の代表電話に連
絡し、担当部署と相談して下さい 。 (第１地区高橋さん）

広報オンライン

【先輩主婦の知恵を教えて下さい】
昨年の暮れに移住した夫婦です。

毎月の親和会ニュースを楽しく拝読して
います。私もPTAや自治会で広報誌を作
っていた経験があり、このような素敵な
広報誌を作られているご苦労に頭が下が
ります。 ようやくこちらの生活にも慣れ
てきましたが、日々の買い物にはまだ苦
労しています。どのスーパーの野菜が新
鮮で、どこの鮮魚が美味しいなど、また
混雑する時間帯など先輩主婦のお知恵を
お借りできれば、買物にも気合が入りま
す の で 宜 し く ご 検 討 く だ さ い 。
(一部省略) (第3地区 Kさん）

健康なタヌキが⇨

古道を辿って花咲く富戸港へ
親和会「歩こう会」

ご投稿有難うございます。
先輩主婦のお知恵やご経験を聞き集め、
日常生活のお得情報をお知らせします。
どうぞ伊豆高原での新生活を存分にお楽
しみください。 編集委員会

投稿フォーム

広報誌なんて今まで興味も経験もない広報メン
バー６名が、昨年７月から挑戦をスタート。親
和会ニュース制作に奮闘した私達の１０カ月を

振り返ると反省もいっぱいです。
たかがボランティアの素人集団、され
ど編集委員としての自負を持って、常
識に囚われず様々な企画を今後も展開
します。(例えば、各地区の甘夏みかん
を食べ比べてみた、なんて。)

また広報部主催の「並木カフェ」では、
⇨ 簡単なスマホの使い方
⇨ 電子マネーの使い方
⇨ ガーデニングのビギナー講座
⇨ お菓子作り初歩の初歩
など、身近なテーマを取り上げます。

あなたのお庭作りやご趣味の話、広報
について皆さまのご意見をお待ちします。

お花見しながらの昼食の
後、城ケ崎海岸桜並木通り
の桜をみながらゆっくりと
戻りました。薄紅色の桜と
爽やかな海風につつまれた、
約4時間の歩こう会。 知ら
ない道歩きがとても楽し
かった！

が見え始めました。七分咲
の桜を眺めながら道幅の狭
い旧道をのんびり下ってい
くと、気持ちよい海風が吹
いている富戸港に到着。
近くの海岸ではダイビング
の準備をしている集団も。



長
い
間
、
主
が
不
在
だ
っ
た
庭
は
、

背
丈
ま
で
伸
び
た
草
、
庭
中
に
張
り
巡
ら

さ
れ
た
藤
の
根
、
垣
根
の
樹
木
に
絡
み
つ

い
た
つ
る
等
で
地
表
が
一
切
見
え
な
い
程

荒
れ
放
題
で
し
た
。
週
末
ご
と
に
小
田
原

か
ら
通
っ
て
主
人
と
二
人
で
庭
仕
事
を
始

め
る
と
、
現
れ
た
の
が
、
サ
ツ
キ
と
ツ
ツ

ジ
か
ら
な
る
和
風
庭
園
で
あ
り
な
が
ら
噴

水
に
小
便
小
僧
、
白
雪
姫
と
７
人
の
小
人

と
、
何
と
も
チ
グ
ハ
グ
な
ガ
ー
デ
ン
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
で
し
た
。
鍬
と
鎌
を
持
っ
て
草

抜
き
や
根
っ
こ
の
処
分
に
汗
を
流
し
、
よ

う
や
く
庭
の
輪
郭
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
か
ら
が
大
変
！

３
月
は
、
剪
定
、
誘
引
、
植
え
替
え
、
施

肥
と
大
わ
ら
わ
で
す
が
、
こ
の
頑
張
り
に

よ
り
、
５
月
か
ら
綺
麗
な
バ
ラ
が
ご
褒
美

と
し
て
返
っ
て
き
ま
す
。
な
か
で
も
、
ク

ヌ
ギ
の
木
を
取
り
囲
む
よ
う
に
仕
立
て
た

ア
ン
ジ
ェ
ラ
は
、
我
が
家
の
シ
ン
ボ
ル
ロ

ー
ズ
で
、
伊
豆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク

ラ
ブ
主
催
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

や
っ
て
き
て
、
水
辺
に
泡
の
大
き
な
ボ
ー

ル
の
よ
う
な
卵
塊
を
産
み
付
け
ま
す
。

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
も
遊
び
に
来
た
こ
と
が
あ
り
、

ツ
ン
と
刺
激
す
る
と
タ
ワ
シ
の
よ
う
に
真

ん
丸
に
な
っ
て
笑
い
を
誘
い
ま
す
。
ま
た
、

冬
の
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
、
春
の
メ
ジ
ロ
や
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
営
巣
、
ウ
グ
イ
ス
の
さ
え

ず
り
で
季
節
を
感
じ
ま
す
。
時
に
コ
ゲ
ラ

（
キ
ツ
ツ
キ
の
一
種
）
が
や
っ
て
き
て
柿

の
木
を
楽
器
に
見
立
て
て
叩
き
ま
す
。

四
季
折
々
に
楽
し
み
を
く
れ
る
庭
で
す

が
、
正
直
夫
婦
２
人
で
の
お
世
話
は
大
変

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
自
然
の
恵
み
を
享

受
で
き
る
幸
せ
の
た
め
に
汗
を
か
く
こ
と

を
、
む
し
ろ
楽
し
み
に
し
て
ゆ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
５
～
６
月
の
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
の
時
期
に
は
是
非
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

新
た
な
植
栽
を
す
る
た
び

に
、
出
る
わ
、
出
る
わ
大

き
な
岩
石
。
取
り
出
す
の

に
一
苦
労
し
た
後
に
は
大

き
な
穴
が
残
り
、
今
度
は

何
度
も
土
を
投
入
す
る
日

々
で
し
た
。

こ
う
し
て
、
別

荘
生
活
の
６
年

間
は
重
労
働
し

(
庭
名
：
リ
ー
フ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
）
の
時
期

に
は
、
来
庭
さ
れ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
庭
の
も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
、
四

季
折
々
に
訪
れ
る
様
々
な
生
き
物
で
す
。

３
月
に
は
、
眠
り
か
ら
覚
め
た
ア
ズ
マ
ヒ

キ
ガ
エ
ル
や
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
産
卵
と
、

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
誕
生
で
す
。
梅
雨
時

に
は
天
然
記
念
物
の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
も

四
季
折
々
に
楽
し
み
を
く
れ
る
庭

第
二
地
区

井
上
さ
ん

に
伊
豆
に
来
る
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
そ

ん
な
中
に
も
、
少
し
ず
つ
庭
が
良
く
な
っ

て
い
く
満
足
感
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
や
定
住
し
て
１
３
年
。
新
た
に
植
栽
し

た
花
樹
や
、
花
友
か
ら
頂
い
た
草
花
は
今

で
は
程
良
く
調
和
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
ガ
ー
デ
ン

ラ
イ
フ
で
素
晴
ら
し
い

と
思
う
の
は
、
四
季
の

変
化
を
五
感
で
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

早
春
、
ス
イ
セ
ン
が
甘

い
香
り
を
漂
わ
せ
、
ロ

ウ
バ
イ
の
黄
色
い
花
が

フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り

を
放
っ
て
続
き
ま
す
。

２
月
中
旬
に
な
る
と
、

転
居
時
に
植
え
た
記
念

樹
で
今
で
は
大
樹
に
な

っ
た
河
津
桜
が
鮮
や
か

な
色
彩
で
一
足
早
い
春
を
感
じ
さ
せ
、
道

行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
も
、
こ
の
花
に
誘
わ
れ
て
自
家
製

の
桜
餅
で
「
花
よ
り
団
子
」
を
楽
し
み
ま

す
。３

月
に
な
る
と
、
白
と
紅
の
木
蓮
、
杏

子
、
大
島
桜
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
花
街
道

と
、
春
に
向
け
て
足
早
の
開
花
リ
レ
ー
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
庭
の
主
役

で
あ
る
様
々
な
バ
ラ
が
芽
吹
き
、
日
々
緑

色
が
増
し
て
ゆ
く
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

小
田
原
在
住
時
か
ら
バ
ラ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
十
株
程
度
か
ら

始
め
、
今
で
は
気
付
く
と
１
３
０
種
１
５

０
株
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
２
月
～



レシピはQRコードから

問合せ・ご予約は
西貝恵子 090-6176-1849

夢 ク ッ ク 料 理 教 室

パソコンサークルでは、【初級コース】を
毎月第３火曜日13：30から約2時間、
親和会事務所にて開催します。

内容は、Windows11の基本的な使い方の
レッスンです。(要：資料代）
※ ノートPCは各自ご持参ください。

初夏の山梨・日帰りバスツアーのご案内

親和会「夢プロジェクト」主催

桃狩りと信玄餅詰め放題

日 時 :    7 月 18 日（木） 雨天決行
旅行代金 :    大人一人 8,600円
募集人数 : 40 名

※ 本ツアーは親和会会員の交流を目的とし、伊東市長寿ふれあい交流事業
として費用の一部が助成されます。

上記の各行事に参加希望の方は、
親和会事務所 (0557-53-1122)まで

スマホで電子マネーを使
いこなすのは至難の業。

でもポイント還元や割引
クーポンなど、お得と便
利は間違いなし。

並木カフェで一緒に使い
方を学びませんか。

第１回目は、5月21日(火) 13：30～

親和会 「 歩 こ う 会 」 予告

環境ボランティア会

ただいま日程を調整中ですが、6月 or 7月に
「八幡野来宮神社～やんもの里」を巡ります。


